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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年2月28日(2008.2.28)

【公表番号】特表2007-528238(P2007-528238A)
【公表日】平成19年10月11日(2007.10.11)
【年通号数】公開・登録公報2007-039
【出願番号】特願2006-548345(P2006-548345)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ  17/34     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ  17/34    　　　　
   Ａ６１Ｂ   1/00    ３２０Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月7日(2008.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　手術器具（１５）により、患者（６）の内部器官に対して与えられる力を測定する測定
手段（１０、１７、１９）を含むことを特徴とする、前記手術器具（１５）を通すための
トロカール装置（９）。
【請求項２】
　前記測定手段が、少なくとも１つの荷重トランスデューサ（１０、１９）の形を取るこ
とを特徴とする、請求項１記載のトロカール装置。
【請求項３】
　前記荷重トランスデューサ（１０、１９）が、前記トロカール（９）上に配置されてい
ることを特徴とする、請求項２記載のトロカール装置。
【請求項４】
　前記荷重トランスデューサ（１０、１９）が、中央オリフィス（１１、２０）を有する
ローラの形を取ることを特徴とする、請求項２又は３記載のトロカール装置。
【請求項５】
　前記荷重トランスデューサ（１０、１９）が、前記トロカール（９）と、ガイド（１２
）との間に配置されていることを特徴とする、請求項２～４いずれか記載のトロカール装
置。
【請求項６】
　前記ガイド（１２）が、縦軸（X-X）を有する管状部材（１３）の形を取り、一端にお
いて、縦軸（X-X）に対して垂直である円板（１４）を有することを特徴とする、請求項
５記載のトロカール装置。
【請求項７】
　前記ガイド（１２）が、前記荷重トランスデューサ（１０、１９）の前記中央オリフィ
ス（１１、２０）および前記トロカール装置（９）に挿入されることを特徴とする、請求
項５又は６記載のトロカール装置。
【請求項８】
　前記器具（１５）が、自動アーム（７）により動かされることを特徴とする、請求項１
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～７いずれか記載のトロカール装置。
【請求項９】
　第２の荷重トランスデューサ（１７）が、前記自動アーム（７）の端部（１６）と、前
記手術器具（１５）との間に配置されることを特徴とする、請求項８記載のトロカール装
置。
【請求項１０】
　前記器具（１５）は、移動機構（２１）により動かされることを特徴とする、請求項１
～７いずれか記載のトロカール装置。
【請求項１１】
　前記移動機構（２１）が、前記ガイド（１２）上に配置されることを特徴とする、請求
項１０又は１１記載のトロカール装置。
【請求項１２】
　前記移動機構（２１）が、ローラ型の移動機構であることを特徴とする、請求項１０記
載のトロカール装置。
【請求項１３】
　自動アーム（７）の端部（１６）により動かされることを特徴とする、請求項１０～１
２いずれか記載のトロカール装置。
【請求項１４】
　前記自動アーム（７）の移動が、インターフェイス（２）から制御されることを特徴と
する、請求項８、９又は１３記載のトロカール装置。
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